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大きな自然の
ポケットです。
山の山の手。
丹波山村。

Tabayama Village, Yamanashi Prefecture
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Photo Gallery
フォトギャラリー

撮影：清水源三
撮影場所：所畑

山峡の山桜

撮影：松原伝蔵
撮影場所：保之瀬

緑の渓流に釣る

山
々
の
草
花
が
芽
吹
く
春

丹
波
川
を
涼
風
が
駆
け
抜
け
る
夏

　
ま
だ
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
雪

が
残
る
丹
波
渓
谷
に
、丹
波
山
村

の
人
々
が「
イ
チ
バ
ン
」と
呼
ぶ
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
始
め
る
と
、

山
の
木
々
は
い
っ
せ
い
に
芽
吹
き

始
め
、た
ち
ま
ち
渓
谷
を
緑
で
覆

い
尽
し
ま
す
。や
わ
ら
か
な
陽
射

し
の
中
次
々
と
花
が
咲
き
揃
い
、

透
明
な
水
は
若
葉
の
薄
緑
を
映

し
出
し
、春
の
訪
れ
と
喜
び
を
伝

え
、清
新
な
水
の
流
れ
は
、は
る
か

な
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
と
文

化
・
伝
統
を
守
り
育
ん
で
き
ま
し

た
。

　
豊
か
な
自
然
の
な
か
に
湧
き
出

る
温
泉
は
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り
と

解
き
放
ち
、自
然
に
抱
擁
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ

ま
す
。

　
夏
で
も
霧
に
包
ま
れ
た
ブ
ナ
の

原
生
林
の
あ
る
、笠
取
山
水
干
の

一
滴
一
滴
を
水
源
と
す
る
丹
波
川

は
、多
摩
川
と
な
り
や
が
て
東
京

湾
へ
と
注
い
で
い
ま
す
。

　
東
京
都
の
水
源
涵
養
林
で
も

あ
る
水
干
に
は
水
干
神
社
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
祠
が
あ
り
、人
々

の
素
朴
な
信
仰
と
感
謝
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
清
烈
な
水
と
空
気
は
丹
波
山

の
豊
か
な
植
生
を
育
み
、鮎
漁
・

山
女
魚
釣
り
に
絶
好
の
淵
も
あ

ち
こ
ち
に
あ
り
、特
産
の
山
葵
の

葉
も
青
々
と
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
子
供
達
の
水
遊
び
の
声
が
響

き
、丹
波
山
の
夏
は
命
の
息
吹
が

あ
ふ
れ
ま
す
。
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Photo Gallery
フォトギャラリー

撮影：佐野いく
撮影場所：天狗島

秋嶺

撮影：奥富　政
撮影場所：親川

雪の渓流

色
鮮
や
か
に
山
燃
え
る
秋

凛
と
し
た
静
け
さ
の
際
立
つ
冬

　

圧
倒
的
な
自
然
美
が
織
り
な

す
光
景
に
虜
に
な
る
秋
、丹
波
山

は
全
村
が
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り

ま
す
。

　

誰
も
が
美
し
さ
に
見
と
れ
る

「
刀
刃
尾
根
」、両
岸
を
舐
め
る
よ

う
に
水
が
流
れ
る「
ナ
メ
ト
ロ
」、

ブ
ナ
や
カ
エ
デ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
は
と

り
わ
け
色
鮮
や
か
で
、神
秘
的
な

ま
で
に
美
し
い
紅
葉
に
心
を
奪
わ

れ
ま
す
。柳
沢
峠
付
近
と
丹
波
山

村
は
標
高
差
が
8
0
0
ｍ
あ
る
の

で
、一
月
以
上
も
紅
葉
が
楽
し
め

る
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

沢
筋
の
山
葵
も
収
穫
の
季
節

を
迎
え
る
頃
に
は「
ま
い
た
け
祭

り
」や「
秋
の
大
収
穫
祭
」が
行
な

わ
れ
丹
波
山
の
恵
み
に
感
謝
し
つ

つ
、お
腹
も
心
も
い
っ
ぱ
い
に
満
た

さ
れ
ま
す
。

　

凛
と
し
た
寒
気
と
と
も
に
丹
波

山
に
雪
が
降
り
ま
す
。雪
を
の
せ

た
樹
々
の
美
し
さ
、真
っ
青
な
空

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。足
跡
の
な
い

真
っ
白
な
路
を
行
く
清
々
し
さ
。

子
供
の
こ
ろ
の
、知
ら
な
い
世
界
へ

踏
み
出
す
時
の
よ
う
に
心
が
躍
り

ま
す
。

　

過
酷
な
条
件
の
中
で
生
き
抜
い

て
き
た
先
人
の
知
恵
や
誇
る
べ
き

文
化
は
、伝
統
の
祭
り
や
行
事
を

通
じ
親
か
ら
子
へ
、子
か
ら
孫
へ
と

受
け
継
が
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

山
々
が
白
銀
の
衣
を
そ
の
身
に

纏
う
時
、丹
波
の
神
々
は
や
が
て

来
る
春
に
備
え
し
ば
し
の
休
息
に

入
り
ま
す
。



丹波山
　探検

丹波山
探検

川のほとりに立ちのぼる湯気・・・。青梅街道沿いにある
丹波山温泉「のめこい湯」です。駐車場に車を停めると、
吊り橋の向こうに温泉が見えます。緑の山々、
そして深い渓谷、そんな風情のある環境の中にある、のめこい湯。
歩くたびにユラリとゆれるふれあい橋をわたっていざ温泉へ・・・。

丹波山温泉「のめこい湯」
のめこい湯の駐車場横にある農林産物直売所。
丹波山のおいしい水と空気と大地、そしてあったかい村人の
手で育てられた、自慢の品々がそろっています。
朝どりの野菜やきのこ、旬の木の実。
味噌、豆腐といった手作りの加工品のほかに、
草木染めの毛糸なども人気があります。

道の駅・農林産物直売所

新鮮で安いと
とても評判です。
みなさんが自信作を
持ち寄っています。

週末はたくさんの
お客様です。
のめっこいお湯を
ぜひお試しください。
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つるつる、すべすべ。
　「のめっこい」は丹波山村の方言
で、「つるつる、すべすべ」という意
味です。名前のとおり、湯上がり後
は肌がつるつるになります。ほのか
に硫黄の臭いがするお湯で、神経
痛や筋肉痛、冷え性や疲労回復に
も効能があります。
　檜造りの和風風呂と石造りの
ローマ風呂は、日替わりで男湯と
女湯が入れ替わります。露天風呂
も人気です。

自慢の品々がズラリ
　新鮮な旬の野菜や林産物が、格
安で手に入るということもあって、こ
こを目当てに立ち寄る方も多い人
気の直売所です。朝10時オープン
ですが、すでにお客さんが待って
いることも・・・。
　「朝いちばんでここに寄るの。」そ
んな賢いリピーターもいらっしゃい
ました。並んでいる商品には、値段
とともに生産者の名前が書かれて
います。つくり手の顔が浮かんでき
て安心感と親近感が持てると、それ
も人気の理由ようです。

駐車場から橋を渡って温泉へ

買い物客でにぎわう店内

農林産物直売所全景

あきる野市からきました！

やっぱり露天風呂

明るくて広々としたフロントロビー

檜の香りが気持ちいい和風風呂
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丹波山
　探検

丹波山
探検

渓流の里丹波山に来たなら、やっぱり釣りを楽しみたいもの…。
清流のせせらぎの中で過ごすひとときは、格別の楽しみ。
釣りを体験したことがない人や、道具をもっていない人でも、
村営つり場では気軽に挑戦することができます。
小さなお子さんも一緒に楽しめます！

浅瀬で釣り体験

管理事務所前には釣り堀も…

週末は人でいっぱい

釣った魚を川辺でバーベキュー

魚がいっぱい

もちろんそばは手打ち

手慣れた手さばき

薬味はもちろん丹波山産のワサビ

ど～ぞ召しあがれ

水車小屋がシンボル

やまびこ庵

村営つり場
知る人ぞ知る人気スポットがここ、やまびこ庵。
手打ちそばが美味しいと評判のお店です。毎朝、その日に
そばを打っています。「のめっこい」のどごしが自慢。
丹波山の清流で育ったワサビも人気の理由。
本格的に鮫皮でおろしていただきます。

そば処やまびこ庵

釣りを楽しもう
　緑の自然の中で川のせせらぎを聞きながら楽しむ釣りは、レジャーの
王道。世代を問わず人気があります。
　丹波川の河川敷を利用してつくられた村営つり場では、初体験の方
でも気軽に釣りに挑戦してもらうことができます。
　つり場にはニジマスが放流されていて、初心者の方や小さなお子さ
んも楽しめるようになっています。道具も全て借りることができるので、家
族そろってチャレンジしてみてはいかがでしょうか？
　釣った魚を串に刺して炭火で焼いてもらうこともできます（有料）。川辺
で自分たちでバーベキューするなど、楽しさは無限大に広がります。浅瀬
では魚のつかみ取りもでき、人気があります。

美味しくて評判！
　リピーターも多い人気のそば
処、やまびこ庵。村営つり場のすぐ
側にあり、行楽客をはじめ、東京か
らやって来る常連さんも少なくあり
ません。お店を切り盛りしている田
中さんにお話をうかがいました。
　「だいたい平日は80食、土日で
すと２５０食分のそばを打ちます
よ。ゴールデンウィークや夏場だと
５～６００食は出ますね。うちは地
粉（丹波山村産のそば粉）を使って
ますから、風味があって美味しいん
です。ワサビもネギも地場産で、毎
朝、農家からとれたてが届きます。」
　20人座れるか座れないかほど
の小さなお店に、お客さんが次か
ら次へとやって来ます。人気の味を
ぜひおためしください。

外で食べるのも格別

みんなで丹精込めて
つくっています！
おいしいから
食べに来てね。

家族みんなで
外で食べるのって
楽しいね。
おなか一杯です。

やったぁ！
釣れたよ！
すごいでしょ～！
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緑の木々に囲まれた山城がローラーすべり台の出発ポイント。
全長247mという巨大なすべり台に、子どもたちは
もちろん、大人もついついはしゃいでしまいます。
眼下に広がる丹波山の自然に、心も広 ・々・・。
さわやかな風を体全体で体験してください。

ローラーすべり台
大きな自然のポケットです。山の山の手。丹波山村。
●名前はタバスキー（丹波好き～）、UFOのアダムスキー型
　との語呂合わせから命名された！
●丹波山の「丹」の字をモチーフとして図形化された！
●平成9年10月　キャッチフレーズとロゴマークとともに
　誕生した！ 

タバスキー

郷土民俗資料館

わ～い！楽しいよ～。
長い長～い
すべり台だよ。

木のぬくもりが懐かしい館内には、
郷土の歴史を語る貴重な資料の展示
や、生活の様子を伝える「生活模型
コーナー」、年中行事や生息する動物
を紹介するコーナーなどがあり、素顔
の丹波山にふれることができます。

レクレーション広場

交流センター
丹波山村には、自然に触れ、癒された
いと願う都会からの人たちが多く訪
れます。その人達にもっと丹波山のこ
とを知ってもらいたいという想いか
ら交流センターが造られました。

楽しき丹波山村ライフ 1011 Beautiful Tabayama Village Life

さわやかな風を体験
　のめこい湯を塩山市に向かって
少し進むと、緑の山腹にお城がそび
えているのが見えてきます。それが
ローラーすべり台です。自然の地形
を生かしてつくられていて、木々をぬ
くように滑降することができます。

タバスキーの
具現化に関わる考察
　東京都民の母なる川・多摩川水源の村
である丹波山村の人々にとって一番の財
産は「豊かな自然」とそれを育む「水」で
す。その素晴しさをより多くの人たちに
知って欲しい、触れてもらいたい、先祖
代々受け継がれた「水守の精神」を伝える
ための方法を模索する中で改めて気づ
かされたことがあります。
　村人の心の奥底にあったのは「やっぱ
り丹波山が好き！」という純粋な気持ちで
した。その思いが結晶となって「タバス
キー」は生まれました。平成9年10月のこ
とでした。

タバスキーの活動
　こうして、丹波山村の公式キャラクター
として採用された「タバスキー」は、キャッ
チフレーズの「大きな自然のポケットです。
山の山の手。丹波山村。」のコピーとともに
村のイメージアップを図るための活動を
開始しました。
　ホームページに登場したのを初めに、
公用車や職員の名刺、広報誌や観光パン
フレットなどの印刷物や、Tシャツ、バンダ
ナ、エコバックなどのオリジナルグッズも作
成していきました。
　平面だったタバスキーも立体化した姿
でお披露目され、携帯ストラップやぬいぐ
るみなどたくさんのタバスキーグッズがラ
インナップしました。また、「ゆるキャラブー
ム」も手伝って「着ぐるみ」も登場しました。
　タバスキーは県内ではゆるキャラの先
駆者として、村内の保育所や学校行事だ
けでなく村外のイベントにも引っ張りだこ
の毎日となりました。のめこい湯のロビー
ではお客様のお出迎えをするなど、もう丹
波山村のタバスキーを知らない人はいな
くなりました。最近ではブログやツィッター
を通じて、全国、全世界に向けて丹波山の
情報を発信しています。

「お松引き」と「ささら獅子舞」
　丹波山村に伝わる二つのお祭り「お松引き」と「ささ
ら獅子舞」の紹介が中心の展示です。
　「お松引き」は「修羅」に、正月飾りや、その年の干支
を積み上げ道祖神まで引いてゆく祭りです。「修羅」は
古墳時代からの運搬具ですが、現代も使われている
のは丹波山村だけです。「ささら獅子舞」は五穀豊穣
を祈願して奉納される奥多摩地方独特の獅子舞で、
県の無形文化財に指定されています。

グラウンド・テニスコート
　多目的グラウンド2面と、全天候型テニスコート3面が
あり、ともにナイター設備を完備しています。夏休みなどの
混雑時は村内宿泊者に優先して貸し出しています。
　予約等は、丹波山村振興課まで問い合わせてください。

スケートリンク
　混じりけのない純天然水を使用した、冷却装置を全く使
わない本物の天然野外スケートリンクです。綺麗な水で
作った、綺麗な氷、大自然そのままのリンクです。（貸し靴は
有りません）

体験型宿泊施設
　お客様に農業や、そば作り、竹細工などを体験して
もらいながら宿泊できる「体験型宿泊施設」です。完全
自炊制になっていて食事は付いていませんが、厨房設
備や、食器類は全て揃っています。道の駅の農産物直
売所で食糧を仕入れたり、近くの釣堀で魚を釣った
り、材料の調達からワクワクできます。

タバスキーの
未来に関する考察
　一方、全国的な「ゆるキャラ」の現状で
は、タバスキーの存在はまだまだ知られて
いません。そのためにも、丹波山村に来て
くれたお客様一人ひとりを心からおもてな
しすること、また丹波山村に来たいと思っ
てもらえることがタバスキーの願いです。
いつか世界中の人が「丹波山が大好き！」
になってもらえるよう、タバスキーは進化し
発展を続けていくのです。
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丹
波
山
村
と
い
う
と
村
の
97
％
が
森
林
で
、
し
か
も
７
割
が
都
有
林
と
い
う
こ
と
か
ら
水
源
の
森
の
村
、

そ
し
て
新
大
丹
波
峠
を
下
り
な
が
ら
望
む
丹
波
川
沿
い
の
集
落
を
見
て
は
、
谷
間
に
静
か
に
佇
む
村
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
い
た
の
で
す
が
、
平
成
13
年
に
林
業
構
造
改
善
担
当
と
な
っ
て「
の
め
こ
い
の
湯
」の
対
岸
に
完
成

し
た
農
林
産
物
直
売
所
に
か
か
わ
っ
て
か
ら
見
方
が
少
し
変
わ
り
、
更
に
昨
年
15
年
振
り
に
今
の
事
務
所
に

赴
任
し
て
み
る
と
、
管
内
で
も
と
っ
て
も
元
気
な
村
で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
森
や
畑
な
ど
も

含
め
て
地
域
が
燃
え
て
い
る
、
本
当
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
村
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
に
つ
い
て
は
、
水
源
林
と
し
て
７
割
の
都
有
林
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
東
京
都
が
行
っ
て
き
た
訳
で
す

が
、
地
元
の
方
々
も
都
民
の
水
源
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
、
残
り
の
自
ら
の
森
林（
様
々
な
歴
史
が
あ

る
よ
う
で
す
が
。）に
つ
い
て
も
他
の
流
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
面
積
の
皆
伐
は
行
わ
ず
今
日
に
至
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
き
た
森
林
で
も
、
材
価
低
迷
に
よ
る
手
入
れ
不
足
か
ら
荒
廃
が
進
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
か
ら
社
会
貢
献
を
目
指
す
企
業
と
地
元
と
が
協
働
に
よ
り
こ
の
荒
廃
し
た
森

林
の
森
づ
く
り
を
始
め
、
昨
年
２
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
都
会
の
若
い
人
と
村
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
も
今
で
は
本
格
的
な
も
の
に
な
り
、
上
流
と
下
流
と
が
企
業
の
森
に
よ
り「
絆
」を
深
め
、
活
動
が

内
へ
外
へ
と
活
発
に
、
ま
た
中
身
の
あ
る
も
の
へ
と
広
が
っ
た
と
お
聞
き
し
、
こ
れ
が
元
気
の
源
の
ひ
と
つ

な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、県
に
先
ん
じ
て
県
有
林
Ｆ
Ｓ
Ｃ（
国
際
認
証
）材
を
使
っ
た
丹
波
山
ブ
ラ
ン
ド
の
机
と
イ
ス
の
開

発
・
導
入
と
普
及
を
始
め
、新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
幹
線
道
路
沿
い
の
森
林
整
備
、さ
ら
に
は
村
有
林
の
Ｆ

Ｓ
Ｃ
認
証
取
得
へ
の
動
き
な
ど
は
県
内
で
も
先
駆
的
な
活
動
で
あ
り
、ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。ま
た
、現
在
、天
空
の
台
地
と
も
思
え
る
よ
う
な「
丹
波
天
平
」「
保
之
瀬
天
平
」に
向
け
林
道
の

整
備
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。開
発
か
ら
守
ら
れ
た
、高
い
尾
根

に
あ
る
広
い
不
思
議
な
平
で
す
が
、こ
こ
に
広
が
る
森
も
含
め
、

森
の
恵
と
自
然
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
活
か

し
て
頂
け
れ
ば
と
も
思
い
ま
す
。

　

私
の
尊
敬
す
る
Ｋ
先
生
が
、か
つ
て
そ
の
提
唱
す
る
植
物
民
俗

学
で「
馴
れ
親
し
ん
だ
風
物
を
醸
し
出
す
も
の
は
自
然
の
植
物

で
、標
準
和
名
は
知
ら
な
く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
呼
び
名（
方
言
）が

あ
り
、生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、伝
統

の
お
松
引
き
や
祇
園
祭
と
と
も
に
、タ
ラ
ッ
ポ
イ（
タ
ラ
）や
マ

マ
ッ
コ（
ハ
ナ
イ
カ
ダ
）な
ど
の
野
生
植
物
や
落
合
い
も
な
ど
の

伝
統
野
菜
を
は
じ
め
、生
活
に
溶
け
込
ん
だ
た
く
さ
ん
の
植
物
や

そ
の
ほ
か
の
伝
統
的
な
も
の
を
通
し
て
地
域
を
見
直
し
、進
み
つ

つ
あ
る
新
た
な
文
化
を
更
に
広
げ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。今

の
山
梨
は「
水
」や「
道
」に
賭
け
た
時
代
か
ら「
森
」に
賭
け
る
時

代
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。森
を
通
し
て
、都
会
に
は

な
い
丹
波
山
の
魅
力
・
山
村
文
化
・
森
林
文
化
を
益
々
発
揮
し
、広

く
世
界
に
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
に
初
め
て
大
月
林
務
に
勤
務
し
た
時
は
、遠
い
遠
い

丹
波
山
で
し
た
が
、今
で
は
、都
留
か
ら
一
番
遠
い
に
も
係
わ
ら

ず
、な
ぜ
だ
か
身
近
に
感
ず
る
丹
波
山
で
す
。益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
す
る
と
共
に
、事
務
所
職
員
も
含
め
、可
能
な
限
り
応
援

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
改
め
て
思
う
こ
の
頃
で
す
。

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所
長　

岡
部
恒
彦

山
里
の
文
化
、森
林
文
化
の
発
揮

私
と丹

波
山
村
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２
０
０
６
年
に
国
内
で
の
植
林
活
動
場
所
を
、当
時
、財
団
法
人（
現
在　

公
益
財
団
法
人
）オ
イ
ス
カ
の
担
当

者
さ
ん
に
選
定
を
お
願
い
し
、「
東
急
さ
ん
に
ご
提
案
す
る
場
所
は
、丹
波
山
村
と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
」と
聞
い

た
時
に
、「
え
っ
？
何
県
？
」と
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
正
直
な
感
想
で
し
た
。

　

初
め
て
丹
波
山
村
に
伺
っ
た
時
、大
月
駅
か
ら
の
山
越
え
で
、途
中
サ
ル
の
群
れ
に
も
遭
遇
し
、丹
波
山
村
の

集
落
は
静
か
な
里
山
だ
な
ぁ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

　

植
林
場
所（
高
尾
天
平
）ま
で
、登
っ
て
み
る
と
、売
店（
現
在　

道
の
駅
）や
、の
め
こ
い
湯
が
見
え
て
素
晴
ら

し
い
開
放
感
と
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
時
、岡
部
村
長
が「
こ
の
山
を
山
桜
の
木
で
一
杯

に
し
て
、温
泉
に
来
た
お
客
様
が
山
を
見
上
げ
た
時
に
、桜
が
綺
麗
だ
ね
！
と
言
っ
て
く
れ
る
風
景
に
し
た
い
で

す
！
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
が
印
象
的
で
、私
も
満
開
の
桜
の
山
を
見
て
み
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
達
の
活
動
は
、春
の
植
林
・
秋
の
草
刈
と
年
２
回
丹
波
山
を
訪
れ
ま
す
。春
は
桜
を
植
え
る
と
い
う
記
念
植

樹
の
気
持
ち
で
参
加
す
る
方
が
多
く
、最
初
の
活
動
で
は
、勝
手
が
わ
か
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、参
加
者
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、関
東
地
区
の
ホ
テ
ル
に
お
願
い
し
て
人
数
を
何
と
か
確
保
し
、第
１
回

目
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。幸
い
に
も
家
族
で
参
加
し
て
く
れ
た
方
が
多
く
、両
親
が
土
を
掘
り
、子
供
達
が

桜
を
植
え
て
い
く
と
い
う
、親
子
で
力
を
あ
わ
せ
て
い
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
、植
林
現
場
ま
で
の
往
復
も
自
然
を

満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。無
事
に
第
１
回
目
が
終
了
し
、参
加
者
か
ら「
子
供
が「
お
山
の
桜
に
お
水
を
や
り

に
行
か
な
く
て
い
い
の
？
」「
今
度
は
い
つ
行
く
の
？
」と
毎
日
の
よ
う
に
、私
に
質
問
し
て
く
る
の
が
嬉
し
そ
う

で
、非
常
に
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
」と
い
う
言
葉
や
、「
次
回
は
私
も

行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
言
葉
が
私
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
草
刈
は｢

大
変
そ
う
・・・｣

と
敬
遠
さ
れ
る
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
が
、「
自
分
で
植
え
た
桜
が
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
」と
、リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
こ
の
活
動
の
特
徴
で
す
。日
常
で
は
使
用
す
る
こ
と

の
な
い
大
鎌
を
使
っ
て
の
下
草
刈
は
、斜
面
で
の
作
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
が
、皆
さ
ん
黙
々
と
作
業

を
し
て
い
ま
す
。子
供
達
も
両
親
の
監
視
の
も
と
、草
刈
を
少
し
お
手
伝
い
し
た
後
は
、北
都
留
森
林
組
合
さ
ん

の
計
ら
い
で
、ブ
ラ
ン
コ
や
、タ
ー
ザ
ン
の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、き
の
こ
を
採
取
し
た
り
満
喫
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

活
動
回
数
を
重
ね
て
い
く
毎
に
、活
動
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
と
な
ら
な
い
よ
う
、ま
た
、丹
波
山
村
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
通
し
て
丹
波
山
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、そ
ば
打
ち
体
験
・
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付

け
・
野
菜
の
収
穫
を
今
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
、私
が
丹
波
山
を
訪
れ
た
時
に
、い
た
だ
い
た
お
そ
ば
が
非
常
に
美
味
し
く
て
、参
加
し
て
下
っ

た
方
々
に
、是
非
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、そ
れ
な
ら
実
際
に
打
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
実
現
し
ま
し
た
。村
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ
ば
を
足
で
踏
み
、薄
く
延
ば

し
て
切
る
作
業
は
、大
人
も
子
供
達
も
真
剣
な
表
情
で
、と
て
も
良
い
交
流
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
も
、子
供
達
が
楽
し
め
る
よ
う
取
り
入
れ
た
活
動
で
す
が
、丹
波
山
の
在
来
種「
つ

や
い
も
」「
落
合
い
も
」等
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、参
加
者
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、昨
年
の
秋
の
活

動
時
に
、じ
ゃ
が
い
も
保
存
会
の
方
か
ら
丹
波
山
在
来
種
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、収
穫
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、野
菜
の
収
穫
は
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
敷
地
内
に
、オ
イ
ス
カ
の
方
々
の
ご
協
力

で
、子
供
達
の
為
に
、無
農
薬
栽
培
を
し
て
下
さ
っ
た
野
菜
を
収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
き
、土
や
野
菜
に
触
れ
る
良

い
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、昼
食
と
温
泉
が
あ
り
ま
す
。丹
波
山
で
採
れ
た
き
の
こ
汁
や
天
ぷ
ら
、手

作
り
の
さ
し
み
こ
ん
に
ゃ
く
、川
魚
の
焼
き
魚
は
東
京
で
は
味
わ
え
な
い
、と
て
も
美
味
し
い
食
事
で
す
。参
加

者
の
方
か
ら「
丹
波
山
の
食
事
は
最
高
！
」「
お
昼
ご
飯
の
川
魚
は
絶
品
！
」と
大
好
評
で
す
。ま
た
、活
動
終
了
後

の
温
泉
も
、帰
り
の
時
間
が
押
し
て
い
て
も
利
用
時
間
は
短
縮
せ
ず
に
、温
泉
で
疲
れ
を
取
っ
て
も
ら
い
、帰
路

に
着
い
て
い
ま
す
。

　
「
東
急
ホ
テ
ル
ズ
・
グ
リ
ー
ン
コ
イ
ン
の
森
」の
活
動
は
、２
０
１
２
年
の
春
の
活
動
で
、８
回
目
と
な
り
ま
し

た
。も
う
桜
が
咲
い
て
も
良
い
時
期
？
と
思
い
が
ち
で
す
が
、自
然
は
甘
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。昨
年
よ
り
、野

生
の
鹿
が
丹
波
山
村
に
多
く
現
れ
、私
達
が
植
え
た
桜
も
鹿
対
策
用
の
ウ
ッ
ド
ガ
ー
ド
を
角
で
突
き
破
り
、新
芽

を
食
べ
て
し
ま
う
被
害
が
大
量
に
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。現
場
を
見
た
私
は
愕
然
と
し
ま
し
た
が
、村
長
さ

ん
の「
こ
の
山
を
桜
の
花
で
一
杯
に
し
た
い
」の
言
葉
を
思
い
出
し
、活
動
の
前
に
、参
加
者
の
方
に
今
の
山
の
現

状
を
お
話
し
、皆
で
桜
の
木
を
守
ろ
う
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、新
た
に
通
気
性
が
よ
く
頑
丈
な
ガ
ー
ド
を
付

け
直
す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。実
際
に
作
業
時
に
、桜
の
木
の
周
り
に
鹿
の
糞
が
見
ら
れ
、「
本
当
に
鹿
が
来
て
、

桜
の
新
芽
を
食
べ
て
い
る
ん
だ
」と
実
感
し
、こ
れ
か
ら
も
根
気
強
く
桜
を
見
守
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、丹
波
山
村
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
、活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。行
く
度
に
新
た
な

発
見
が
あ
る
素
敵
な
村
で
す
。丹
波
山
村
に
入
る
と
街
頭
の
先
端
を
指
差
し
て「
タ
バ
ス
キ
ー
だ
！
」と
子
供
達

が
声
を
上
げ
る
ほ
ど
認
知
さ
れ
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
丹
波
山
が
好
き（
タ
バ
ス
キ
ー
）が
増
え
る
よ
う
に
私
も
頑

張
り
ま
す
。

㈱
東
急
ホ
テ
ル
ズ　

馬
場　
幸
子

東
急
ホ
テ
ル
ズ
と
丹
波
山
村

私
と丹

波
山
村
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清
々
し
い
緑
が
萌
え
、川
面
に
映
る
春
。川
遊
び
す
る
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
く
夏
。熟
れ
た
柿
を
一
家
総

出
で
収
穫
す
る
秋
。雪
に
埋
も
れ
る
も
お
松
ひ
き
の
か
け
声
が
こ
だ
ま
す
る
冬
。そ
ん
な
四
季
の
暮
ら
し
が
あ

る
丹
波
山
村
が
大
好
き
で
す
。

　

私
は
県
の
農
政
職
員
に
な
っ
て
30
数
年
が
経
ち
ま
す
が
、
丹
波
山
村
と
は
た
だ
な
ら
ぬ
関
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
平
成
９
年
か
ら
村
が
予
定
し
て
い
た
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
計
画
に
対
す
る
農
水
省
の
現

地
調
査
が
あ
っ
た
時
に
、
ヨ
シ
ズ
の
小
屋
で
満
天
の
星
を
眺
め
な
が
ら
湧
出
し
た
ば
か
り
の
の
め
こ
い
湯
に

つ
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
鳥
獣
害
対
策
に
よ
り
捕
獲
し
た
鹿
の
肉
を
特
産
品
と
し
て
開

発
で
き
る
よ
う
加
工
施
設
が
完
成
し
、
ま
た
、
22
年
に
は
都
会
の
人
が
村
の
農
業
に
関
心
を
も
ち
、
担
い
手
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
施
設
に
つ
い
て
も
県
の
農

政
部
に
い
て
、
事
業
計
画
や
予
算
の
確
保
に
関
係
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、農
務
事
務
所
で
は
村
内
に
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
を
導
入
し
、農
業
用
水
路
や
排
水
路
の
整
備
、

農
道
の
整
備
や
鳥
獣
害
防
止
施
設
の
設
置
な
ど
を
行
い
、地
域
の
農
業
生
産
の
向
上
や
住
み
よ
い
村
を
目
指

し
た
事
業
を
促
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、集
落
内
の
耕
作
放
棄
地
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
や
農
道
・
用
排
水
路
の

維
持
を
行
う
活
動
に
対
し
て
補
助
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、全
国
各
地
で
は
一
律
の
開
発
が
進
み
、ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
建
物
が
並
ぶ
な
ど
、独
自
の
個
性
が

な
く
な
り
地
域
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。一
方
県
内
外
の
市
町
村
で
は「
○
○
お
こ
し
」「
△
△
運

動
」「
╳
╳
隊
」と
い
っ
た
地
域
の
自
然
や
文
化
な
ど
の
様
々
な
資
源
を
活
用
す
る
活
動
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

丹
波
山
村
に
は
、山
や
川
を
始
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
や
歴
史
あ
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。加
え
て
丹
波
キ
ュ

ウ
リ
、丹
波
モ
ロ
コ
シ
や
落
合
い
も
な
ど
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
類
な
ど
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
在
来
作
物
が
あ
り
ま

す
。貴
重
な
種
で
あ
り
永
く
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
、村
内
の
栽
培
農
家
や
研
究
機
関
な
ど
が「
在
来
種
ジ
ャ

ガ
イ
モ
等
保
存
会
」を
立
ち
上
げ
、村
内
に
あ
る
農
業
技
術
や
食
文
化
を
再
評
価
し
て
世
代
間
の
交
流
や
都
市

と
農
村
間
の
交
流
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
地
域
資
源
を
大
事
に
育
て
、村
の
独
自
色
を
高
め
て
い
く
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、将
来
の
丹
波

山
村
ブ
ラ
ン
ド
＝
誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
の
駅
で
コ
ロ
ッ
ケ
を
買
い
、頬
張
り
な
が
ら
吊
り
橋
を
渡
り
の
め
こ
い
湯
に
入
っ
て
、シ
カ
料
理
を
食

べ
、緑
の
山
や
川
の
水
に
癒
さ
れ
る
都
会
の
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、丹
波
山
村
が
取
り
組
む
農
業
や
地
域
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
よ
う
事
務
所
職
員
一
同

と
一
緒
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
ー
フ
レ
ー
丹
波
山
！
！

富
士
・
東
部
農
務
事
務
所
長　

横
田　
達
夫

村
勢
要
覧
発
刊
に
よ
せ
て

私
と丹

波
山
村
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オ
イ
ス
カ
は
発
足
当
初
か
ら「
農
業
開
発
と
人
づ
く
り
」を
目
的
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
中
心
に

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
1
9
8
0
年
代
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
環
境
保
全
の

一
環
と
し
て
植
林
活
動
を
展
開
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
27
カ
国
に
お
い
て
、
山
の
植
林
、
海
岸
で
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
植
林
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
り
か
え
っ
て
日
本
の
森
林
の
現
状
を
見
た
と
き
、
国
内
の
森

林
が
非
常
に
荒
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
日
本
国
内
の
森
林
保
全
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、私
た
ち
オ
イ
ス
カ
が
丹
波
山
村
で
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
を
開
始
し
た
の
は
、

2
0
0
6
年
の
こ
と
で
す
。首
都
圏
で
食
品
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
サ
ミ
ッ
ト（
株
）を
丹
波
山
村
に
ご
案
内

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、当
時
ま
だ「
企
業
の
森
」と
し
て
は
事
例
の
少
な
い
、間
伐
、枝
打
ち
な
ど
の
森
林

整
備
を
中
心
と
す
る
森
づ
く
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、2
0
0
7
年
に
は「
東
急
ホ
テ
ル
ズ
・

グ
リ
ー
ン
コ
イ
ン
の
森
」と
し
て
、（
株
）東
急
ホ
テ
ル
ズ
と
の
植
林
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト（
株
）の
担
当
者
と
オ
イ
ス
カ
が
植
林
活
動
地
を
探
し
て
、丹
波
山
村
を
訪
れ
た
と
き
、村
か
ら
は

「
村
に
木
は
た
く
さ
ん
あ
る
。植
え
る
こ
と
よ
り
も
、間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
必
要
な
の
で
す
」と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。オ
イ
ス
カ
が
国
内
外
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
に
、重
要
視
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、

「
現
場
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
」。現
地
に
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、成
果
は
生
ま
れ
な

い
し
、活
動
も
続
き
ま
せ
ん
。従
っ
て
、せ
っ
か
く
企
業
か
ら
ご
支
援
を
受
け
て
も
、良
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。村
の
方
た
ち
の
生
の
声
を
受
け
、現
場
に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

し
よ
う
と
、活
動
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
6
年
が
た
ち
、「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」は
見
違
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
、き
れ
い
な
森
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。「
東
急
ホ
テ
ル
ズ
・
グ
リ
ー
ン
コ
イ
ン
の
森
」で
は
、シ
カ
の
食
害
に
も
耐
え
た
、小
さ
な
桜
の
苗
木

た
ち
が
、成
長
し
花
を
咲
か
せ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
毎
年
、両
社
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
社
員
や
そ

の
ご
家
族
が
、森
林
保
全
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
村
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。村
の
豊
な

自
然
に
触
れ
、地
元
の
食
材
を
食
し
、温
か
い
村
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、年
々
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、サ
ミ
ッ
ト
で
は
、新
た
な
場
所
で
の
活
動
に
加
え
、丹
波
山
村
の
木
材
を
活
用
し
た
お

客
様
用
の
景
品
作
り
な
ど
も
始
ま
り
ま
し
た
。東
急
ホ
テ
ル
ズ
の
活
動
で
は
、森
林
保
全
活
動
だ
け
で
は
な

く
、丹
波
山
の
在
来
種
の
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
や
収
穫
体
験
も
行
う
な
ど
、活
動
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
両
社
と
オ
イ
ス
カ
の
想
い
は
一
つ
、「
多
摩
川
の
源
流
域
、東
京
都
の
水
源
地
域
で
あ
る
丹
波
山
村
の
森
が

豊
で
健
全
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。そ
し
て
そ
の
森
を
守
る
村
は
、元
気
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。植
林
や
森
林
整
備
に
村
を
訪
れ
る
都
会
の
人
達

は
、丹
波
山
村
で
森
づ
く
り
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、さ
ら
に
村
の
自

然
や
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。都
会
か
ら
見

た
丹
波
山
村
は
、豊
な
水
や
空
気
を
育
む
森
を
有
し
、そ
の
恩
恵
を
都
会
に
も

た
ら
し
て
く
れ
る
大
切
な
村
な
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、村
の
人
達
自
身
が
、丹
波
山
村
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る「
森
」と
、そ

の
魅
力
を
信
じ
、よ
り
多
く
の
人
達
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
オ
イ
ス
カ
は
、こ
れ
か
ら
も
都
会
と
丹
波
山
村
を
、「
森
づ
く
り
」

を
通
じ
て
つ
な
ぎ
な
が
ら
、村
の
方
た
ち
、企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
で
、村
が
よ
り
元
気
に
な
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
　
専
務
理
事
　
永
石
　安
明

村
勢
要
覧
発
刊
に
よ
せ
て

私
と丹

波
山
村
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丹
波
山
村
の
面
積
の
実
に
97
％
は
山
林
だ
と
い
い
ま
す
。
東
京
都
の
水
源
林
と
し
て
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て

い
る
森
林
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
民
有
林
は
手
入
れ
が
な
さ
れ
ず
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
森
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
多
摩
川
の
源
流
、
丹
波
川
の
豊
な
水
を
育
む
丹
波
山
村
の
森
は
、
村
だ
け
で
な
く
東
京
都
に
と
っ
て
も
大

切
な
財
産
で
あ
り
、
今
後
、
守
る
べ
き
貴
重
な
資
源
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
的
に
も
日
本
の

大
き
な
資
源
と
し
て
森
や
木
材
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
丹
波
山
村
の
森
林
を
活
か
し
、
森
と
と
も
に
生
き
る
道

を
見
出
し
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
全
体
と
し
て
も
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
事
例
に
な
っ
て
い
く
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、森
林
整
備
の
必
要
性
を
認
識
し
、（
公
財
）オ
イ
ス
カ
を
通
じ
て
2
0
0
6
年
か
ら
サ
ミ
ッ
ト（
株
）

や（
株
）東
急
ホ
テ
ル
ズ
と
と
も
に
森
林
保
全
活
動
や
材
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。木
n
e
t
や
ま
な
し

推
進
協
議
会
も
、2
0
1
1
年
か
ら「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」の
森
林
整
備
活
動
に
お
い
て
、施
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
指
導
と
い
う
形
で
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、活
動
は
、森
林
と
い
う
村
の
資
源
と
、豊
か
な
自
然
や
人
と
い
う
、

村
の
魅
力
を
活
か
し
た
都
市
農
村
交
流
の
形
で
あ
り
、両
社
の
社
員
や
そ
の
家
族
な
ど
、大
勢
の
人
が
村
に
訪
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。都
市
に
住
む
人
々
が
村
に
魅
力
を
感
じ
、訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
は
、観
光
産
業

を
盛
り
上
げ
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
要
素
で
す
。た
だ
、村
を
さ
ら
に
元
気
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、豊
な
森
林
資
源
を
さ
ら
に
活
か
し
、生
業
と
し
て
の
林
業
が
復
活
す
る
こ
と
が
大
き
な
カ
ギ
を

握
る
の
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
も
、木
を
育
て
、木
材
に
し
て
売
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

木
材
を
加
工
し
、デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
家
具
に
す
る
な
ど
、

付
加
価
値
を
つ
け
た「
丹
波
山
村
ブ
ラ
ン
ド
」の
商
品
と

し
て
市
場
に
出
す
と
い
う
こ
と
が
、木
が
活
き
、木
を
加

工
し
た
り
、デ
ザ
イ
ン
し
た
り
、売
っ
て
い
く
、そ
れ
ぞ

れ
の
人
が
活
き
、村
も
活
性
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。い
わ
ば
村
の
中
に「
木
の
総
合
商
社
」が
あ

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
林
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
、村
の
人
口
増
加
や
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
さ
ら
に
、林
業
を
展
開
し
て
い
く
と
き
に
は

「
F
S
C
森
林
認
証
」の
よ
う
な
国
際
的
な
基
準
の
認
証

を
得
て
い
く
こ
と
で
、村
の
材
、製
品
は
さ
ら
に
価
値
を

高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。「
F
S
C
森
林
認
証
」は
、森

林
が
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
見
て
適
切
に
管
理
さ
れ
、

ま
た
社
会
的
な
利
益
に
か
な
っ
た
、経
済
的
に
も
持
続

可
能
な
森
林
管
理
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
認
証
制

度
で
す
。丹
波
山
村
全
体
の
森
林
が
F
S
C
認
証
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、村
の
林
業
の「
質
」を
証
明

す
る
ツ
ー
ル
と
な
る
の
で
す
。F
S
C
と
い
う
、適
切
な

森
林
管
理
を
行
う
上
で
の
具
体
的
な
基
準
を
持
っ
て
、

村
の
森
林
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
村
の
林
業
の
好
循

環
を
生
み
、生
業
と
し
て
の
林
業
の
復
活
、さ
ら
に
は
村

の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
n
e
t
や
ま
な
し
推
進
協
議
会
に
は
、森
林
組
合
な
ど
の
林
業
者
、木
材
加
工
や
製
品
作
り
を
行
う
木
工
業

者
、デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、「
木
」を
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、村
の
方
に
森
林
資
源

の
価
値
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、村
に
残
る
林
業
の
技
術
や
職
人
さ
ん
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、今
後
、丹
波
山
村
が
林
業
で
の
活
性
化
の
道
を
見
出
し
て
い
く
際
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ

ル
を
存
分
に
発
揮
し
、応
援
す
る
と
と
も
に
、そ
の
夢
を
、一
緒
に
追
い
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
n
e
t
や
ま
な
し
推
進
協
議
会　

事
務
局
長　

田
中
美
津
江

村
勢
要
覧
発
刊
に
よ
せ
て

私
と丹

波
山
村
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■
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
に
つ
い
て

　
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
を
東
京
、神
奈

川
、埼
玉
、千
葉
、1
都
3
県
に
1
0
5
店
舗（
2
0
1
2
年
4
月
現
在
）展
開
す
る
地
域
密
着

型
の
企
業
で
す
。こ
れ
ま
で
に
店
舗
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
油
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
店
頭
回
収
等
、様
々
な
環
境
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、環
境
問
題
へ
の
社
会
の
意
識
が
高
ま
る
中
で
、2
0
0
5
年
に
は
全
店
舗
で
国
際

的
な
環
境
認
証
規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
て
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
、こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、環
境
面
で
の
社
会
貢
献
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
生
活
に
欠
か
せ
な
い〝
水
〞を
育
む「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」づ
く
り

　「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」づ
く
り
は
、
首
都
圏
の
水
源
地
を
保
全
し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
安
全
な

〝
水
〞を
育
み
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
丹
波
山
村
の
う
ず
も
村
有
林
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
舞
台
に
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
と
協
働
で
2
0
0
6
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
活
動
の
原
資
に
は
店
頭
回
収
し
た
紙
パ
ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
の
売
却
代
金
と
当
社
か
ら
の

寄
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
開
始
前
、当
社
の
担
当
者
は
植
林
活
動
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、丹
波
山
村
の
岡
部
村
長
や
北
都
留
森
林
組
合
か
ら「
木
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。水
源
林

の
保
全
の
た
め
に
は
現
存
す
る
森
林
を
継
続
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。」と
い
う
話

を
伺
い
、間
伐
、枝
打
ち
、そ
し
て
間
伐
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
搬
出
用
作
業
道
を
設

置
す
る
こ
と
も
含
め
た
森
林
整
備
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
社
社
員
の
環
境
保
全
意
識
を
高
め
、
森
林
を
管
理
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た

め
に
、
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
新
入
社
員
研
修
の
一
環
と
し
て
間
伐
、
枝
打
ち

等
の
体
験
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
2
0
0
6
年
の
活
動
開
始
か
ら
計
22
回
、
約
1
0
0
0
名

の
社
員
が
丹
波
山
村
で
の
森
づ
く
り
体
験
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
森
づ
く
り
体
験
活
動
を
通
し
た
相
互
交
流
の
実
現

　「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」づ
く
り
を
開
始
し
た
当
初
、村
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
参
加
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
入
社
員
研
修
や
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
定
期
的
に
当
社
社

員
が
お
世
話
に
な
る
中
で
、少
し
ず
つ
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
民
の

皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
昼
食
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、間

伐
・
枝
打
ち
指
導
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
等
、現
在
で
は
一
体
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。参
加
し
た
社
員
か
ら
は「
素
朴
で
お
い
し
い
料
理
に
感
激
し

た
。」「
村
の
方
々
と
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
。」と
の
感
想
が
出
て
い
ま
す
。そ
し
て
、今
年
夏

に
は
当
社
の
お
客
様
を
丹
波
山
村
に
ご
案
内
し
、「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」の
見
学
や
農
業
体
験
を

し
て
い
た
だ
く
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
12
月
に
当
社
が
主
催
す
る「
大
宮
八
幡
宮
杉
並
花
笠
祭
り
」に
は
2
0
0
8
年

よ
り
丹
波
山
村
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
や
生
わ
さ

び
等
、
特
産
品
の
販
売
と
P
R
を
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
は
、
上
流
域
と
下
流
域
の
人

や
モ
ノ
、
情
報
を
つ
な
ぎ
、
相
互
交
流
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
通
し
て
、
森
林
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
が
活
性
化
し
な
け
れ
ば
森
林
は
守

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

■
循
環
型
の
森
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
活
動
開
始
以
降
、「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」づ
く
り
と
並
行
し
、当
社
の
お
客
様
が
生
活
す
る
地
域

に
密
着
し
た
活
動
と
し
て
、子
ど
も
達
に
森
林
か
ら
の
恵
み
を
届
け
る
た
め
間
伐
材
を
使
用

し
た
つ
み
木
を
児
童
館
等
の
施
設
に
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、今
後
は
、地
域
が
活
性
化
し
な
け
れ
ば
森
林
は
守
れ
な
い
と
い
う
視
点
を
ふ
ま

え
、丹
波
山
村
の
間
伐
材
利
用
を
促
進
で
き
る
活
動
を
模
索
し
て
い
ま
す
。そ
の
先
駆
け
と
し

て
、本
年
4
月
に
木
n
e
t
や
ま
な
し
推
進
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、東
京
都
杉
並
区
の
当
社

本
部
ビ
ル
に
丹
波
山
村
の
間
伐
材
を
使
用
し
て「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間
を

作
り
ま
し
た
。今
後
は
、間
伐
材
製
品
を
店
舗
で
活
用
し
た
り
、首
都
圏
の
自
治
体
を
通
し
て

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
環
境
教
育
に
活
用
し
て
も
ら
う
な
ど
、森
林
整
備
と
間
伐
材
利

用
が
一
体
と
な
っ
た
循
環
型
の
森
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
㈱
　
加
藤
　
豊

村
勢
要
覧
発
刊
に
よ
せ
て

私
と丹

波
山
村

第2期（2011～15年実施）の「サミットの森（たわの向村有林）」で実施した社員ボランティア活動（写真右端が筆者）

本部ビルに設置した
丹波山産の間伐材製品

うずも村有林に設置された間伐材搬出用の作業道

はしご登り枝打ち作業を行う
社員ボランティア
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MAP

大きな自然のポケットです。
山の山の手。
丹波山村。
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お
松
焼
き（
ど
ん
ど
ん
焼
き
）

１
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
す
。神
棚
の
小
松
と
７
日
に
引
い
た
お
松
引
き
の

松
を
燃
や
し
ま
す
。

　

丹
波
山
村
に
は
、人
か
ら
人
へ
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
に
、正
月
に
行
わ
れ
る「
お
松
引
き
」が
あ

り
ま
す
。１
月
７
日
に
Ｙ
字
型
の
木
で
つ
く
っ
た
修
羅
と
呼
ば

れ
る
木
ぞ
り
の
上
に
松
の
枝
を
積
み
上
げ
て
、正
面
に
干
支

を
飾
り
付
け
、村
民
総
出
で
道
祖
神
ま
で
引
い
て
い
く
と
い

う
、全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
丹
波
山
村
な
ら
で
は
の
行
事
で

す
。

　

ま
た
小
正
月
に
は
、カ
ツ
ノ
キ
の
幹
で
つ
く
ら
れ
た
門
ん
道

神（
カ
ド
ン
ド
ウ
シ
ン
）が
、玄
関
な
ど
に
魔
除
け
の
た
め
に
飾

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
７
月
に
行
わ
れ
る
祇
園
祭
な
ど
、古
式
ゆ
か

し
い
行
事
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
ふ
る
さ
と
の
祭
り
。

親
か
ら
子
へ
、子
か
ら
孫
へ・・・。

そ
う
や
っ
て
人
か
ら
人
へ
と
守
り
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
に
は
、

時
代
の
中
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
る
も
の

丹
波
山
の
歴
史
と
祭
り
を
垣
間
見
る

（
右
か
ら
）お
松
引
き
／
正
月
飾
り
／

門
ん
道
神（
カ
ド
ン
ド
ウ
シ
ン
）／
昔
の
青
梅
街
道

祇園祭／ささら獅子
熊野神社の大祭で７月15・16
日に近い土・日曜日行われま
す。獅子3 頭と、これを取り巻く
花笠のささらが１組となって、
お囃子の音に乗って村内の各
神社をまわります。

おいらん堂
武田家全盛期には黒川金山で金の採取が盛んだっ
た丹波山村。このおいらん堂は、武田家滅亡の際、
金山の秘密を守るために「おいらん淵」に落とされ
た、55人の遊女を弔うために建てられたと伝えら
れています。



人
に
や
さ
し
い
自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
基
本
形

笑
顔
ニ
コ
ニ
コ
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
み
ん
な
の
幸
せ
を
応
援

生
活

環
境
編編

健
康

福
祉
編編

Happy
Tabayama
Life

Happy
Tabayama
Life

Happy
Tabayama
Life
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快
適
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に…

。
丹
波
山
村
で
は
、

暮
ら
し
の
基
本
形
と
な
る
生
活
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
都
の
水
源
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
水
処
理
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

生
活
道
路
の
整
備
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

消
防
や
防
災
訓
練
を
行
っ
て
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
！

健
康
は
財
産
、
そ
し
て
笑
顔
は
宝
物
。

丹
波
山
村
で
は
村
の
み
ん
な
が
元
気
に
、
そ
し
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

健
康
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
お
年
寄
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に

健
康
教
室
を
開
い
た
り
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

元
気
な
子
ど
も
の
育
成
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

ここに集められた下
水は、新たに飲料水と
なるべく浄化されて
川に戻されます。

一人ひとりの日頃から
の心構えが大事！村民
も参加しての防災訓練
を実施しています。

環境にやさしいリサイ
クル型の社会をめざし
て、資源ごみを分別し
て集めています。

いざというときに備え
て…。防災無線は村民
の命を守るために欠か
せない設備です。

村民の健康管理をサ
ポートする診療所で
す。医科と歯科があり
ます。

昔はくねくねとしてい
た峠道もトンネルの開
通でずいぶん便利にな
りました。

デイサービスセンターで
は、高齢者の方々がいき
いきと過ごせるようにお
手伝いしています！

保育所の子どもたちは
元気いっぱい。心身と
もに健康な子育てを支
援しています。

丹波山温泉「のめこい
湯」の駐車場と同じと
ころにある高齢者生活
福祉センターです。

集団健診では、村民の
健康状態や成育状況
をチェックします。



胸
が
ワ
ク
ワ
ク
心
は
ウ
キ
ウ
キ
い
つ
ま
で
も
好
奇
心

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
な
が
ら

生
涯

学
習
編編

地
域

産
業
編編

Happy
Tabayama
Life

Happy
Tabayama
Life

Happy
Tabayama
Life
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
。
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

丹
波
山
村
で
は
、
よ
り
心
豊
か
に
生
き
よ
う
と
が
ん
ば
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
村
の
未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
伸
び
伸
び
と
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

丹
波
山
村
で
は
、
農
林
業
を
中
心
に
、

地
域
の
も
つ
特
性
を
生
か
し
た
産
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
や
ワ
サ
ビ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

マ
イ
タ
ケ
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
産
物
直
売
所
も
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
工
場
誘
致
な
ど
、
新
た
な
雇
用
の
場
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小学校の校舎は自然
の中にあり、子どもた
ちも元気いっぱいに
育っています。

仲間たちと一緒にリフ
レッシュ！テニスや草野
球など、スポーツを楽し
む人がいっぱいです。

同級生の数は少ないけ
れど、だからこそ伸び伸
び、そして密度の高い
授業を行っています。

豊かな山を守る意味で
も、林業は大切な役割
を担っています。

丹波山村の気候を生
かしたそばづくりも盛
んです。一面のそば畑
はきれいでしょ。

ニュースポーツのペタ
ンク。スポーツをとおし
て健康づくりや交流が
広がっています。

小学校の給食風景で
す。みんなで助けあい
ながら、楽しく学校生
活を送っています！

健康食品として注目が
集まっているマイタケ。
オーナー制度による栽
培が行われています。

ワサビは空気も水も澄
んだ丹波山村ならでは
の特産品。真心込めて
育てられています。

のめこい湯の駐車場
わきにある農林産物直
売所。新鮮でオイシイ
と評判です。



　

丹
波
山
村
は
、全
村
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、多
摩
川
源
流
域
の
小
さ

な
村
で
あ
り
ま
す
が
、村
の
中
央
を
流
れ
る
美
し
い
渓
谷
美
を
誇
る
多
摩
川
、雲
取
山
を
は
じ

め
と
す
る
2
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、泉
質
に
恵
ま
れ
た
温
泉
と
人
情
味
に
厚
い

人
達
が
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

1
8
8
9
年（
明
治
22
年
）村
政
が
施
行
さ
れ
て
以
来
今
年
で
1
2
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。長
い
歴
史
の
中
で
、時
代
が
移
り
変
わ
り
村
も
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
先
輩
諸
氏
達
が
努
力
に
努
力
を
重
ね
、守
り
続
け
て
来
た
本
村
も
、時
代
と
と
も
に
人

口
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、村
民
、行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
明
る
い
元
気
な
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
面
積
が
全
体
の
97
％
を
占
め
る
本
村
は
、多
摩
川
源
流
の
四
季
折
々
の
装
い
を
み
せ

る
美
し
い
丹
波
山
村
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、森
林
整
備
や
育
成
保
護
に
東
京
都
水
道

局
、社
会
貢
献
活
動
で
訪
れ
る
企
業
の
皆
様
、企
業
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

仲
人
役
の
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
の
皆
様
な
ど
、大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、平
成
22
年
に
完
成
し
た
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
都
市
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
同
時
に
農
業
を
接
点
に
地
域
住
民
と
の
交

流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、た
ば
や
ま
温
泉「
の
め
こ
い
湯
」「
道
の
駅
た
ば
や
ま
」を
多
く
の
お
客
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。温
泉
に
関
し
ま
し
て
は
、今
ま
で
以
上
の
湯
量
を
確
保
し
、

お
客
様
が
癒
さ
れ
る
よ
う
、第
二
源
泉
の
掘
削
に
も
着
手
い
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
を
頂
き
た
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、伝
統
文
化
の
継
承
と
し
ま
し
て
、本
年
1
月
7
日
伝
統
あ
る
お
松
引
き
が
、若
者
た

ち
の
頑
張
り
と
、村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、村
外
か
ら
こ
の
村
を
何
時
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
に
行
わ
れ
る「
祇
園
祭
」、更
に
村
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す「
夏
祭
り
丹
波
」

を
通
し
て
、多
く
の
人
た
ち
に
丹
波
山
村
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

10
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
村
政
要
覧
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
が
、村
の
様
子
が
少
し
で
も

お
分
か
り
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。終
わ
り
に
、今
回
の
要
覧
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

を
は
じ
め
、丹
波
山
村
を
愛
し
て
、応
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
の
暖
か
い
ご
意
見
、

と
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
発
刊
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
3
月

　

丹
波
山
村
長
　

　
　
岡
部
政
幸

議会・行政編
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も
っ
と
丹
波
山
を

よ
く
す
る
ぞ
！

選
挙
で
選
ば
れ
た
村
議
会
議
員
は
村
民
の
代
表
で
す
。

村
民
生
活
に
か
か
わ
る
条
例
の
制
定
や
予
算
を
議
決
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、役
場
で
は
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村民の代表である村
議会議員。住民の声
を行政に届けるのが
仕事です。

暮らしの相談や住民
手続きなど、わからな
いことがあったら気軽
に相談してください！

丹波山村のオフィシャ
ルホームページです。
暮らしの情報やイベ
ントガイドなどが満載
です！

こちらが丹波山村役
場です。明るく豊かな
村づくりのためにがん
ばっています！

Village assembly decides
local ordinances and budget
related to people's life.
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